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「肩関節疾患」       

―身体所見の取り方と診断―               田崎 篤 

 

 

整形外科に来院される患者の主訴で肩関節の疼痛は腰痛、膝関節の次に多く、

臨床の場でも頻度の高いものです。その病因として頚椎症や頚部筋膜炎（いわゆ

る肩こり）、肩関節周囲炎や凍結肩（いわゆる五十肩）から腱板損傷、肩関節不

安定症、関節唇損傷など多岐に渡り、それぞれに対して診断における身体所見、

そして導かれる治療方針が異なります。肩周囲の疼痛は患者の訴えがあいまいで

あったり、疼痛部位が変化したり、日内変動を認めたりと診断に苦渋することも
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少なくありません。また患者の罹患年齢や罹患期間、身体所見よっては手術的な

治療が必要な場合もあり、その診察方法や見極める技術を習得する必要がありま

す。手術療法は当聖路加国際病院では関節鏡を用いて低侵襲に手術を行っていま

す。 

最新の医学知識をビデオや図を用いての説明によって、皆様の肩関節疾患の概

念、身体所見の取り方、診断の再学習にお役に立てればと考えております。 
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 3 

「五十肩」 

―鑑別診断と鍼灸治療―                  浦山 久昌 

 

 

 鍼灸院に来院する肩関節疾患の代表は、五十肩です。五十肩の治療は経過も長

く、臨床においては、対処に難渋する事も少なくありません。今回、五十肩を中

心に、腱板炎、上腕二頭筋長頭腱炎、石灰沈着性腱板炎、などの病態と鑑別、鍼

灸治療を実技を交えて講演いたします。 
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